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レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、毎月最終木月曜日、毎月最終木
曜日（いずれも祝日の場合は曜日（いずれも祝日の場合は
開館し、その翌日が休館）開館し、その翌日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

「日本遺産」に追加認定された「荒波を越えた男たちの夢が紡い
だ異空間 ～北前船寄港地・船主集落～」のストーリーを構成す
る泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　「佐野踊り」は、口説（くどき）の盆踊りで、江戸時代の佐野町
場周辺で踊られていたと言われています。佐野町場は、北前船船主
食野家のまちであり、井原西鶴の「日本永代蔵」にも登場するほど
の豪商ぶりでした。また、落語の莨の火の主人公としても語り継が
れています。
　この食野家邸宅（現第一小学校）に紀州の殿様がおいでになられ
た時、庭先で娘たちに着飾って踊らせ、披露したのがこの佐野くど
きの始まりと言われています。この踊りは市内でも長滝、日根野へ
と広がっていき、隣の貝塚市へも伝わるほど流行しました。特に「月
を眺めるようにして、科良く踊れ」という優雅で情緒ある音頭、品
のある一種の雅（みやび）さが感じられるのが特徴です。音頭では「食
野長者」を代表として、泉佐野の各地の伝承をテーマとしたものが
多く、現在は地元の有志でつくられた「佐野踊り保存会」がこの貴
重な伝統芸能を継承し、歌い継いでいます。

 日本遺産・北前船文化を巡る⑫
～佐野踊り（佐野くどき）～

　

１
月
21
日
㈯
よ
り
始
ま
っ
た
冬

季
特
別
展
「
大
阪
の
弥
生
文
化-

和

泉
と
河
内-

」
で
は
、
和
泉
市
の
府

立
弥
生
文
化
博
物
館
（
３
月
31
日
ま

で
施
設
改
修
の
た
め
休
館
中
）
と

共
同
で
大
阪
の
弥
生
文
化
を
幅
広

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
最
後
の
紹

介
と
な
る
今
回
は
、
近
年
明
ら
か

に
な
っ
た
弥
生
時
代
の
計
量
技
術

に
関
す
る
資
料
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
、
八
尾
市
、
大
阪

市
亀
井
（
か
め
い
）
遺
跡
で
天
秤

（
て
ん
び
ん
）
の
お
も
り
で
あ
る
分

銅
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
１
９
８
１
年
に
出
土
し
た
11

点
の
円
筒
形
の
磨
製
石
器
の
重
さ

（
質
量
）
を
量
る
と
、
最
小
の
も
の

が
8.76
ｇ
で
、
こ
れ
を
基
準
の
「
１
」

と
す
る
と
、
ほ
か
が
そ
の
２
、４
、

８
、
16
、
32
倍
と
「
×
２
倍
」
の

重
さ
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
弥

生
時
代
に
天
秤
を
使
い
、
分
銅
を

組
み
合
わ
せ
て
重
さ
を
量
っ
て
い

た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
分
銅
の

重
さ
は
誤
差
が
３
％
以
内
で
、
驚

く
ほ
ど
の
高
い
精
度
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
亀
井
遺
跡
に
は
、
同
じ

重
さ
の
も
の
が
２
つ
あ
る
分
銅
も

あ
り
、
も
と
も
と
２
セ
ッ
ト
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
発
見
で
弥
生
時
代
の
計

量
基
準
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

 「
弥
生
時
代
の
石
製
分
銅
」

い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
327
回
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た
。
各
地
の
遺
跡
で
そ
れ
ま
で
出

土
し
て
い
た
円
筒
形
石
器
の
重
さ

が
再
度
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

２
０
１
７
年
に
は
和
泉
市
・
泉
大

津
市
池
上
曽
根
（
い
け
が
み
そ
ね
）

遺
跡
か
ら
も
分
銅
の
存
在
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
展
示
す
る
２
点
の
石
製
分

銅
は
並
ん
で
埋
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
下
の
円
筒
形
の
も
の
は
、
亀

井
遺
跡
の
最
小
値
を
基
準
と
す
る

と
そ
の
68
倍
の
重
さ
、
上
の
石
斧

形
の
も
の
は
48
倍
の
重
さ
で
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
亀
井
遺
跡
と
同
じ

質
量
基
準
と
判
断
で
き
ま
す
。
出

土
し
た
の
は
集
落
中
心
部
で
、
弥

生
時
代
最
大
級
の
規
模
で
あ
る
大

型
掘
立
柱
建
物
や
大
型
刳
り
抜
き

井
戸
が
検
出
さ
れ
る
特
別
な
エ
リ

ア
で
し
た
。
大
切
な
道
具
を
思
い

を
込
め
て
埋
め
た
の
で
し
ょ
う
。

　

天
秤
を
使
っ
た
精
密
な
計
量
は

ど
う
い
う
場
面
で
必
要
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
２
つ
の
意
見
が
あ

り
ま
す
。
１
つ
は
貴
重
品
の
取
引

き
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
も
の
、

も
う
一
つ
は
材
料
の
調
合
な
ど
も

の
づ
く
り
の
場
で
用
い
ら
れ
た
と

い
う
も
の
で
す
。

　

後
者
で
は
、
青
銅
器
生
産
が
思

い
浮
か
び
ま
す
。
青
銅
は
銅
と
錫

（
す
ず
）
の
合
金
で
、
比
率
に
よ
り

完
成
品
の
性
格
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
池
上
曽
根
遺
跡
で
は
溶
か

し
た
青
銅
を
流
し
込
む
石
製
鋳
型

や
材
料
を
溶
か
す
炉
に
空
気
を
送

り
込
ん
で
温
度
を
上
げ
る
た
め
の

送
風
管
が
出
土
し
て
お
り
、
最
先

端
の
青
銅
器
生
産
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
し
た
。
分
銅
は
材
料
の
精
密

な
計
量
に
使
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

展
示
会
で
は
、
注
目
の
石
製
分

銅
に
加
え
て
、
青
銅
器
生
産
に

か
か
わ
る
資
料
も
展
示
し
ま
す
。

２
０
０
０
年
前
の
高
度
な
技
術
に

ぜ
ひ
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

▶
池
上
曽
根
遺
跡
出
土
石
製
分

銅
（
弥
生
時
代
中
期
）　
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和
泉
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教
育
委
員
会
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